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電
気
火
花
の
文
化
史
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村
大
介
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修
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学
経
済
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部
兼
任
講
師
First
let
m
e
talk
w
ith
this
philosopher.
―
―
W
hat
is
the
cause
ofthunder?
〈
ま
ず
こ
の
哲
学
者
と
問
答
し
よ
う
。
―
―
雷
の
原
因
は
何
だ
？
〉
Shakespeare,T
he
T
ragedy
ofK
ing
Lear,A
ct
III,Scene
IV
.
は
じ
め
に
今
日
、〈
電
気
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
現
象
、
つ
ま
り
電
荷
の
移
動
や
相
互
作
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
物
理
現
象
は
、
古
く
は
、
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触
れ
た
と
き
の
衝
撃
や
、
火
花
放
電
の
光
や
音
、
静
電
気
の
吸
引
作
用
な
ど
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
て
き
た
。
暗
闇
で
猫
の
毛
を
撫
で
た
と
き
に
生
じ
る
火
花
。
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
と
手
が
痺
れ
る
感
覚
。
雷
の
閃
光
と
轟
音
。
琥
珀
を
摩
擦
し
た
と
き
に
生
じ
る
、
軽
い
物
体
を
引
き
付
け
る
力
。
こ
う
し
た
現
象
が
電
気
の
作
用
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
西
欧
で
は
一
八
世
紀
に
な
っ
て
、
帯
電
、
放
電
、
静
電
誘
導
、
静
電
容
量
、
電
位
、
電
気
力
と
い
っ
た
静
電
気
現
象
の
基
本
概
念
が
確
立
さ
れ
、
静
電
気
学
（electrostatics
）、
あ
る
い
は
、
電
気
学
（science
ofelectricity
）
が
成
立
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
電
気
学
の
成
立
以
前
、
成
立
の
さ
な
か
、
成
立
以
後
ま
で
、
電
気
の
知
覚
の
う
ち
、
光
と
音
に
よ
る
も
の
、
つ
ま
り〈
火
花
放
電
〉
に
注
目
し
て
、
電
気
現
象
の
文
化
史
を
描
き
出
す
こ
と
を
試
み
る１
。
一
電
気
学
以
前
雷
後
世
に
電
気
に
よ
る
作
用
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
現
象
と
し
て
、
も
っ
と
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
は
雷
で
あ
ろ
う
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
雷
は
神
意
の
表
れ
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
日
本
語
の
「
か
み
な
り
」
は
も
ち
ろ
ん
「
神
鳴
り
」
で
あ
る２
。
古
く
は
『
万
葉
集
』
の
巻
三
に
「
伊
加
土
（
い
か
づ
ち
）」
の
用
例
が
あ
る
。
こ
の
「
い
か
づ
ち
」
と
い
う
言
葉
は
、「
い
か
」
が
「
厳
め
し
い
」
や
「
怒
り
」
と
同
源
で
あ
り
、「
づ
ち
」
は
「
み
ず
ち
（
蛟
）」
や
「
お
ろ
ち
」
と
同
じ
く
蛇
の
形
を
し
た
精
霊
の
意
味
で
、
ち
い
さ
こ
べ
の
す
が
る
や
は
り
神
的
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
。
雷
と
蛇
の
形
状
が
類
似
す
る
こ
と
は
、
古
く
は
『
古
事
記
』
の
な
か
に
少
子
部
地
昼
が
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雷
を
捉
え
る
話
と
し
て
現
れ
て
い
る
（
雄
略
天
皇
条
）。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
ゼ
ウ
ス
の
怒
り
が
雷
と
し
て
洋
上
に
、
あ
る
い
は
青
天
に
放
た
れ
る
（
た
と
え
ば
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
一
二
、
二
〇
）。
ロ
ー
マ
神
話
の
ユ
ピ
テ
ル
や
古
代
中
国
の
上
帝
も
、
天
に
在
る
最
高
神
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
雷
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
『
旧
約
聖
書
』「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
に
は
、「
ラ
ッ
パ
の
音
が
、
い
よ
い
よ
高
く
な
っ
た
と
き
、
モ
ー
セ
は
語
り
、
神
は
、
雷
を
も
っ
て
、
彼
に
答
え
ら
れ
た
」（19
:16
―19
）
と
あ
る
。
天
と
地
の
間
を
縦
断
す
る
よ
う
に
走
る
雷
光
は
、
象
徴
論
的
に
は
〈
天
と
地
を
つ
な
ぐ
も
の
〉、
神
と
人
間
の
紐
帯
（m
edium
）
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
雷
が
電
気
現
象
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
の
は
比
較
的
遅
く
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
近
代
の
始
ま
り
に
あ
っ
て
も
な
お
、
雷
は
神
秘
で
あ
り
続
け
た
。
そ
の
神
秘
性
は
雷
の
電
気
説
に
よ
っ
て
も
た
だ
ち
に
払
拭
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
近
代
に
い
た
っ
て
も
、
雷
は
神
的
な
も
の
の
顕
現
と
み
な
さ
れ
た
。
セ
ン
ト
・
エ
ル
モ
の
火
雷
の
ほ
か
に
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
放
電
現
象
は
、
セ
ン
ト
・
エ
ル
モ
の
火
（St.
E
lm
o’s
fire：
檣
頭
電
光
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
悪
天
の
な
か
航
海
す
る
船
の
マ
ス
ト
の
先
端
に
生
じ
る
火
花
で
あ
り
、
物
理
的
に
は
、
雷
雲
下
に
生
じ
た
電
界
が〈
エ
ッ
ジ
効
果
〉
（
あ
る
い
は
先
端
効
果
）
を
生
じ
た
結
果
で
あ
る
（
図
１
）。
エ
ッ
ジ
効
果
（edge
effect
）
と
は
、
電
極
面
に
凹
凸
が
あ
る
場
合
、
凸
部
に
お
い
て
は
電
界
強
度
が
大
き
く
な
り
、
放
電
が
集
中
す
る
現
象
で
あ
る
。
古
く
は
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
の
『
ア
フ
リ
カ
戦
記
』
（Julius
C
aesar,
D
e
bello
africo,approx.40
B
C
,47
）、
プ
リ
ニ
ウ
ス
（G
aius
Plinius
Secundus,
A
D
23
―79
）
の
『
博
物
誌
』
（Pline
l’A
ncien,
H
istoire
naturelle,
livre
II,
chapitres
37
―39
）
の
な
か
に
、
セ
ン
ト
・
エ
ル
モ
の
火
と
み
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
や
や
珍
し
い
も
の
と
し
て
、
石
原
慎
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
風
の
小
説
か
ら
一
節
を
引
い
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
登
山
中
に
靴
の
鋲
に
発
生
し
専修人文論集１０３号 28
た
先
端
効
果
に
よ
る
放
電
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。「
大
学
二
年
の
夏
休
み
、
仲
間
の
山
岳
部
員
に
誘
わ
れ
て
立
山
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
縦
走
の
途
中
、
ど
こ
か
の
尾
根
で
雷
雲
に
出
く
わ
し
た
。
あ
た
り
に
雲
が
沸
き
上
り
、
そ
の
雲
の
中
に
時
々
細
い
紫
色
の
電
光
が
走
り
だ
し
、
雨
気
だ
け
で
は
な
く
も
っ
と
険
悪
な
も
の
の
予
兆
が
兆
し
て
来
た
。
／
雲
は
ま
だ
我
々
よ
り
高
度
は
低
く
感
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
に
私
の
後
ろ
に
い
た
リ
ー
ダ
ー
格
の
男
が
私
に
指
で
さ
し
て
教
え
て
く
れ
た
。
前
を
登
っ
て
行
く
仲
間
の
ナ
ゲ
ー
ル
の
か
か
と
が
土
を
踏
む
た
び
に
、
靴
の
底
に
打
た
れ
た
金
属
の
鋲
か
ら
か
す
か
に
ス
パ
ー
ク
し
て
青
い
小
さ
な
火
花
を
発
し
て
い
る
の
だ
。〔
…
〕
幸
い
あ
た
り
に
落
雷
は
な
し
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
雲
が
一
番
近
づ
い
た
こ
ろ
に
は
、
頭
の
毛
が
帯
電
し
て
か
す
か
に
逆
立
つ
の
が
感
じ
ら
れ
た
」（
石
原
慎
太
郎
『
わ
が
人
生
の
時
の
時
』
一
九
九
三
年
、
新
潮
社
、
三
六
―
三
七
頁
）。
二
電
気
学
の
形
成
摩
擦
起
電
機
図１
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電
気
は
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
西
欧
で
は
各
種
の
電
気
実
験
装
置
が
開
発
さ
れ
た３
。哲
学
者
シ
ェ
リ
ン
グ（Friedrich
Schelling,
1775
―1854
）
は
「
電
気
学
は
そ
れ
ら
の
現
象
の
説
明
と
い
う
よ
り
は
人
間
が
自
分
た
ち
の
利
益
の
た
め
に
発
明
し
た
機
械
・
器
具
の
枚
挙
で
あ
る
と
ほ
ぼ
言
い
う
る
」
と
も
評
す
る
。
一
六
六
〇
年
代
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
リ
ケ
（O
tto
von
G
uericke
﹇auch
G
ericke
﹈,
1602
―1686
）
は
硫
黄
球
に
よ
る
摩
擦
起
電
機
（friction
m
achine
）
を
製
作
し
て
い
る
（
図
２
）。
ガ
ラ
ス
球
を
溶
融
し
た
硫
黄
で
覆
い
、
冷
え
て
固
ま
っ
た
の
ち
芯
棒
を
と
り
つ
け
回
転
で
き
る
よ
う
に
し
た
球
体
（
子
供
の
頭
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
）
を
つ
く
る
。
こ
れ
を
回
転
さ
せ
、
手
で
摩
擦
す
る
と
、
硫
黄
球
は
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
を
発
し
、
暗
い
と
こ
ろ
で
は
光
を
放
ち
、
軽
い
物
体
を
引
き
付
け
た
。
以
後
、
各
種
の
摩
擦
起
電
機
が
開
発
さ
れ
る
。
英
国
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
（Isaac
N
ew
ton,
1643
―1727
）
は
『
光
学
』
（O
pticks,
1704
）
の
な
か
で
ガ
ラ
ス
回
転
体
を
使
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
示
し
、
以
降
、
硫
黄
球
を
使
う
も
の
か
ら
ガ
ラ
ス
回
転
体
を
使
用
す
る
も
の
が
主
流
と
な
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
弟
子
で
あ
る
ホ
ー
ク
ス
ビ
ー
（Francis
H
auksbee,1666
―1713
）
は
減
圧
し
た
中
空
ガ
ラ
ス
球
を
回
転
さ
せ
て
不
織
布
で
摩
擦
す
る
装
置
を
考
案
し
、
こ
の
ガ
ラ
ス
球
内
部
は
放
電
に
よ
り
紫
色
の
光
を
放
っ
た
と
い
う
（
図
３
）。
他
に
英
国
の
グ
レ
ー
（Stephen
G
ray,
c.1670−1736
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ト
ソ
ン
（W
illiam
W
atson,
図２
専修人文論集１０３号 30
1715
―87
）、
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ュ
・
フ
ェ
（C
harles
du
Fay
﹇ou
D
ufay
﹈,1698
―1739
）、
ド
イ
ツ
の
ウ
ィ
ン
ク
ラ
（ーJo-
hann
H
einrich
W
inkler,
1703
―70
）、
ボ
ー
ゼ
（G
eorg
M
athias
B
ose,
1710
―61
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヴ
ィ
ル
ケ
（Johan
C
arl
W
ilcke,
1732
―1796
）
と
い
っ
た
名
が
歴
史
に
の
こ
る
。
平
賀
源
内
（1728
―80
）
の
エ
レ
キ
テ
ル
は
ガ
ラ
ス
回
転
体
タ
イ
プ
の
摩
擦
起
電
機
の
レ
プ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
瓶
の
な
か
の
雷
電
気
を
発
生
さ
せ
る
装
置
に
少
し
遅
れ
て
、
電
気
を
溜
め
る
器
具
、
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
相
当
す
る
装
置
も
開
発
さ
れ
た
。
ガ
ラ
ス
瓶
の
内
側
と
外
側
に
金
属
膜
を
貼
っ
た
蓄
電
器
、
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
デ
ン
瓶（Lyden
jar
）
は
、
一
七
四
五
―
四
六
年
頃
、
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ス
ト（E
d-
w
ald
G
eorg
﹇auch
Jürgen
﹈von
K
leist,
1700
―1748
）、
オ
ラ
ン
ダ
の
ミ
ュ
ッ
セ
ン
ブ
ル
ー
ク
（Pieter
van
M
uss-
chenbroek,
1692
―1761
）
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
発
明
し
て
い
る
（
図
４
）。
ラ
イ
デ
ン
瓶
に
電
気
が
「
溜
ま
る
」
原
理
図３
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は
、
瓶
の
内
外
に
貼
ら
れ
た
金
属
膜
、
す
な
わ
ち
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
て
絶
縁
さ
れ
た
二
つ
の
導
体
の
表
面
に
電
荷
が
溜
ま
る
こ
と
に
よ
る
が
、
当
時
は
「
瓶
の
な
か
に
」
電
気
が
溜
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
液
体
を
溜
め
る
瓶
の
形
状
が
、
そ
の
内
部
に
電
気
を
溜
め
る
と
い
う
表
象
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
電
気
流
体
説
（fluid
theory
ofelectricity
）
が
あ
る４
。
避
雷
針
起
電
機
と
と
も
に
、
電
気
装
置
と
し
て
重
要
な
の
は
避
雷
針
で
あ
る
。
米
国
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン（B
enjam
in
Franklin,1706
―90
）
は
、
一
七
四
九
年
に
行
な
っ
た
〈
凧
の
実
験
〉
に
よ
り
、
雷
の
電
気
火
花
説
を
実
証
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
翌
年
に
避
雷
針
を
発
明
し
て
い
る５
。
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
除
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
が
少
な
い
た
め
、
も
っ
と
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
自
然
現
象
は
雷
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
考
案
の
避
雷
針
は
新
大
陸
で
は
急
速
に
普
及
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
七
八
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
図４
専修人文論集１０３号 32
う
や
く
一
般
化
し
た
と
い
う
。
落
雷
を
恐
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
避
雷
針
が
積
極
的
に
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
避
雷
針
が
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、「
神
の
怒
り
の
発
露
で
あ
る
雷
を
人
為
的
に
回
避
す
る
こ
と
は
涜
神
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
駁
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
迷
信
を
排
除
す
る
に
は
抽
象
的
説
明
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
具
体
的
で
経
験
に
即
し
た
啓
蒙
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
落
雷
や
避
雷
針
を
め
ぐ
る
啓
蒙
書
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。
雷
を
人
為
で
御
し
、
安
全
に
大
地
へ
と
導
く
避
雷
針
は
、
雷
か
ら
神
秘
性
を
奪
い
取
っ
た
。
他
方
、
天
の
焔
た
る
雷
を
御
す
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
焔
を
盗
ん
だ
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
奇
妙
な
ね
じ
れ
が
あ
る
。
近
代
的
な
電
気
概
念
の
形
成
の
な
か
か
ら
生
じ
、
電
気
概
念
の
展
開
を
可
能
に
し
た
科
学
的
産
物
た
る
避
雷
針
は
、
そ
の
使
い
手
た
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
科
学
の
栄
冠
を
授
け
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
彼
を
神
の
地
位
へ
と
近
づ
け
た
。
科
学
に
よ
る
脱
―
神
秘
化
に
、
再
―
神
秘
化
が
随
伴
す
る
―
―
。
ジ
ャ
ン
・
オ
ノ
レ
・
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
（Jean
H
onoré
Fragonard,1732
―1806
）
に
は
《
天
才
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
へ
（A
u
G
énie
de
Franklin
）》
と
い
う
絵
画
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
図５
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フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
雷
の
威
力
を
用
い
て
暴
君
た
ち
を
蹴
散
ら
す
姿
が
得
ら
れ
る
（
図
５
）。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン＝
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
文
学
的
形
象
と
し
て
は
、
ゲ
ー
テ（Johann
W
olfgang
von
G
oethe,1749
―1832
）が
一
七
七
四
年
頃
に「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
」（Prom
etheus
）
と
い
う
詩
を
書
い
て
い
る
。
作
中
で
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
雷
雨
の
な
か
ゼ
ウ
ス
に
呼
び
掛
け
、「
わ
が
大
地
に
触
れ
る
な
か
れ
」（M
A
1.1,
S.229. ６
）
と
叫
ぶ
。
こ
の
自
信
に
溢
れ
た
宣
言
の
背
景
に
は
、
電
気
学
研
究
の
発
展
と
避
雷
針
の
発
明
と
い
う
出
来
事
が
読
み
取
れ
る７
。
避
雷
針
は
啓
蒙
的
理
性
の
勝
利
を
象
徴
す
る
発
明
だ
。
だ
が
ゲ
ー
テ
は
、
つ
ね
に
人
智
の
限
界
を
意
識
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
だ
か
ら
彼
は
、「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
」
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
た
詩
「
人
間
性
の
限
界
」（G
renzen
der
M
enchheit
）
の
な
か
で
、「
恵
み
の
稲
妻
を
大
地
に
撒
き
た
ま
う
」
神
を
讃
え
る
（M
A
2.1,S.45f.
）。
種
痘
術
に
よ
っ
て
天
然
痘
を
防
い
だ
と
し
て
も
別
の
疫
病
の
危
険
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
避
雷
針
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
落
雷
が
完
全
に
防
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ゲ
ー
テ
は
、
自
然
の
女
神
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
ぎ
取
り
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
啓
蒙
理
性
の
暴
力
を
戒
め
る
。
続
く
世
紀
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ク
リ
ン＝
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
形
象
は
引
き
継
が
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
作
家
ユ
ゴ
ー
（V
ictor
H
ugo,
1802
―85
）
の
詩
「
我
行
か
ん８
」
に
は
「
来
た
れ
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
！
雷
鳴
だ
」、
同
じ
く
ユ
ゴ
ー
の
「
深
淵９
」
に
は
「
カ
フ
カ
ス
山
に
繋
が
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
叫
び
声
を
上
げ
る
／
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
雷
を
盗
む
の
を
み
て
驚
い
て
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
米
国
の
作
家
メ
ル
ヴ
ィ
ル
（H
erm
an
M
elville,
1819
―91
）
の
『
避
雷
針
売
り
の
男
』（T
he
Lightning-R
od
M
an
,
1854
）
に
は
、
嵐
の
夜
に
現
れ
る
奇
妙
な
避
雷
針
売
り
が
描
か
れ
る
。
「
見
知
ら
ぬ
男
は
部
屋
の
真
ん
中
に
立
っ
て
動
か
な
い
。〔
…
〕
藍
色
の
暈
の
よ
う
な
隈
の
で
き
た
、
落
ち
く
ぼ
ん
だ
眼
窩
の
底
に
は
、
無
害
の
稲
妻
、
つ
ま
り
雷
鳴
を
伴
わ
ぬ
弱
々
し
い
光
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
し
て
男
の
全
身
か
ら
は
雫
が
ぽ
た
ぽ
た
滴
り
落
ち
て
い
る
。
剥
き
出
し
の
樫
材
の
床
板
の
上
に
で
き
た
水
た
ま
り
の
な
か
に
突
っ
立
っ
て
、
男
は
奇
妙
な
ス
テ
ッ
キ
を
脇
に
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
た
ま
ま
、
こ
れ
か
ら
手
を
放
そ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
は
ぴ
か
ぴ
か
に
磨
か
れ
た
細
い
銅
の
棒
で
、
長
さ
は
ほ
ぼ
四
フ
ィ
ー
ト
、
先
端
に
木
の
専修人文論集１０３号 34
柄
が
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
柄
と
棒
と
の
あ
い
だ
に
は
、
銅
の
帯
を
巻
い
た
緑
が
か
っ
た
ガ
ラ
ス
球
は
二
つ
嵌
っ
て
い
て
、
両
者
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
。
銅
の
棒
の
先
は
す
る
ど
く
三
叉
に
分
か
れ
て
い
て
、
金
箔
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。
男
は
、
そ
の
木
の
柄
の
部
分
だ
け
を
握
っ
て
い
た１０
」
こ
こ
に
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
不
気
味
な
雰
囲
気
が
濃
厚
で
あ
り
、
最
先
端
の
文
明
の
利
器
を
商
う
〈
理
性
の
商
人
〉
の
よ
う
な
印
象
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
行
商
人
は
避
雷
針
が
売
れ
な
い
こ
と
に
腹
を
立
て
て
、
訪
れ
た
家
の
主
人
を
、
そ
の
巨
大
な
針
で
突
き
刺
す
。
動
物
電
気
雷
の
電
気
説
や
避
雷
針
の
発
明
と
と
も
に
、
電
気
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
〈
動
物
電
気
〉
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
（Luigi
G
alvani,
1737
―98
）
が
一
七
七
〇
年
前
後
に
〈
カ
エ
ル
の
痙
攣
実
験
〉
を
行
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
は
、
カ
エ
ル
の
肢
の
筋
肉
に
摩
擦
起
電
機
を
つ
な
ぎ
、
起
電
機
が
ス
パ
ー
ク
す
る
と
き
、
カ
エ
ル
の
肢
が
痙
攣
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
が
、
や
が
て
起
電
機
に
つ
な
い
で
い
な
い
カ
エ
ル
の
肢
も
収
縮
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
試
行
錯
誤
に
よ
り
彼
は
、
二
種
類
の
金
属
図６
